
 

 

 

 

 

 

 

ＭｏｎｏｃｌｉｎｉｃをＬａｂｏＴｅｘで解析 
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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘではＩＣＤＤと異なった格子定数の方式が採用されています。 

  

 ＬａｂｏＴｅｘにおける方位 

  

 Monoclinicの場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この結果、格子定数とミラー指数が変わります。 

ＩＣＤＤの場合    

  

ＬａｂｏＴｅｘの場合 

  

 

 

ＩＣＤＤから上記変換はＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａとＰＦｔｏＯＤＦ３が行っています。 

極点図測定はＩＣＤＤのミラー指数で行います。 

 

 



測定時のミラー指数 

  

 

ＰＦｔｏＯＤＦ３で読み込み 

  

 

Ｍａｔｅｒｉａｌで材料を選択 

 

 

 

 

 



 

ミラー指数変換が行われます。 

 


